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ホ
ン
ダ
マ
サ
タ
カ
本
多
政
器
沼
構
内
匠
・
采

女
。
加
賀
滞
の
老
巨
木
多
政
行
の
ご
子
。
天
明
五
年

十
二
周
御
馬
挙
行
と
な
り
べ
七
年
七
用
新
知
千
石
を

賜
ひ
、
人
持
末
席
に
斑
し
、
御
奏
者
を
勤
め
、
寛
政

二
年
六
用
品
u
二
日
三
十
五
歳
を
以
て
残
し
た
。
子
採

相
綴
ぐ
。

ホ
ン
ダ
マ
ザ
タ
ダ
本
多
政
質
加
賀
滞
の
老
巨

木
多
氏
第
四
代
。
政
敏
の
嫡
子
。
延
貸
二
年
十
月
十

八
日
生
ま
れ
た
。
母
は
前
凶
駿
澗
守
孝
貞
の
女
。
初

名
誠
十
郎
・
木
工
。
初
都
政
倫
。
鈍
永
四
年
六
周
サ

入
日
新
知
二
千
五
百
石
ハ
内
五
百
石
奥
力
知
)
を
賜

ひ
、
正
徳
一
点
年
九
用
九
日
政
敏
の
泊
領
五
磁
石
を
焚

け
、
六
年
十
ご
刃
晦
日
従
五
位
下
安
房
守
に
叙
任
し

た
。
翠
年
政
憾
の
之
を
謝
せ
ん
が
鎚
江
戸
に
出
漉
し

た
時
、
そ
の
行
誕
の
事
館
人
目
を
驚
か
し
め
た
こ
と

は
、
亭
保
年
聞
記
に
具
に
苦
か
れ
て
跨
る
。
そ
の
後

安
房
守
を
周
防
守
と
改
め
、
次
い
で
安
房
守
に
復
し
、

亭
保
七
年
入
用
品
川
ご
日
享
年
五
十
を
以
て
卒
し
た
。

法
蹴
術
商
院
、
野
凶
山
に
葬
る
。

ホ
ン
ダ
マ
ザ
ツ
ネ
本
多
政
恒
通
総
額
母
・
閥

書
。
聞
書
政
各
の
子
。
初
め
新
知
千
石
を
賜
は
り
、

享
保
十
年
二
月
若
年
寄
に
任
じ
、
十
三
年
尖
の
越
知

一
一
品
千
石
を
賜
ひ
、
元
文
元
年
御
家
老
と
な
っ
た
が
、

寛
延
三
年
発
ぜ
ら
れ
、
質
勝
十
年
十
周
六
両
五
十
六

歳
を
以
て
残
し
た
。

ホ
ン
ダ
マ
サ
ト
シ
本
多
政
敏
加
賀
滞
の
老
臣

本
多
氏
第
三
代
。
政
長
の
嫡
男
。
承
廊
ご
年
八
用
九

日
生
ま
れ
た
。
初
名
嵐
作
・
中
一
段
。
初
諒
政
良
・
政

在
。
元
総
十
ご
年
七
且
十
三
日
新
知
三
千
石
を
賜
う

た
が
、
十
周
年
七
月
四
日
政
長
致
仕
の
時
之
を
隠
居

料
に
宛
て
、
政
敏
は
政
長
の
所
領
五
高
.
石
を
制
捜
耳
目
、
、

十
五
年
四
周
十
日
従
五
位
下
安
房
守
に
叙
任
し
、
正

徳
五
年
コ
一
周
十
九
日
亭
年
六
十
三
を
以
て
卒
し
た
。

ホ
ン

法
焼
徳
呂
院
、
野
凶
山
に
興
る
。
政
敏
手
は
稽
節
、

鶴
m
v
・
天
淵
・
臥
偲
等
の
統
あ
り
、
共
の
腐
を
仙
遊
盛
・

多
佳
卒
・
敵
虹
樫
と
都
し
た
。
そ
の
阜
、
正
心
誠
意
の

工
夫
に
於
い
て
は
、
奥
村
府
組
・
恵
卸
矢
子
に
抗
す

る
を
得
な
か
っ
た
が
、
錦
心
錨
口
の
詞
藻
に
主
つ
て

は
、
遥
か
に
こ
人
の
上
に
あ
っ
た
。
政
敏
ま
た
大
莱

寺
の
周
舟
、
天
徳
院
の
刃
披
、
賛
撲
の
高
泉
等
と
交

り
、
臨
池
の
技
に
工
み
で
あ
っ
た
。
白
山
富
の
本
地

堂
、
大
采
寺
の
浴
室
、
及
び
能
鷲
小
島
大
悲
閥
の
扇

額
の
如
き
、
皆
そ
の
抑
屯
に
成
っ
た
。

ホ
ン
ダ
マ
ザ
ナ
ガ
本
多
政
長
加
賀
務
の
老
巨

木
多
民
第
二
代
。
政
重
の
四
子
。
母
は
商
洞
院
時
直

の
女
。
初
名
長
松
・
左
馬
助
。
正
保
三
年
十
二
周
前

田
利
常
の
女
春
婚
を
婆
。
、
四
年
三
局
廿
七
日
矢
隠

跨
の
後
家
職
五
高
石
を
繕
ぎ
、
元
機
四
年
十
二
周
廿

七
日
従
一
本
位
下
安
房
守
に
叙
任
し
、
十
四
年
七
周
回

日
嫡
男
政
敏
に
家
符
を
説
。
、
隠
跨
.
領
三
千
石
ハ
内

五
百
行
奥
カ
知
〉
を
賜
ひ
、
十
五
年
m
m
髪
し
て
索
、
立

軒
と
蹴
し
、
貸
永
五
年
入
居
九
日
享
年
七
十
八
を
以

て
卒
し
た
。
法
説
得
明
院
、
野
岡
山
に
稗
ろ
。

ホ
ン
ダ
マ
サ
ナ
リ
本
多
政
成
加
賀
務
の
老
巨

木
多
氏
第
七
代
。
政
行
の
嫡
子
。
費
暦
五
年
六
周
八

日
出
生
。
初
名
器
次
郎
・
中
一
段
・
玄
審
助
。
天
明
元
年

十
二
月
新
知
二
千
五
百
.
石
(
内
典
力
知
五
百
石
〉
を
賜

ひ
、
寛
政
入
年
二
局
廿
八
日
家
機
五
高
石
を
製
ぎ
、

九
年
十
二
月
廿
五
日
従
況
位
下
安
房
守
に
叙
任
し
、

事
和
三
年
四
用
品
u
八
日
享
年
四
十
九
を
以
て
卒
し

た
0

・法蹴

m甜
院
、
野
凶
山
に
純
計
る
。

ホ
ン
ダ
マ
サ
ノ
リ
本
多
政
鶴
加
賀
務
の
老
巨

木
多
民
第
八
代
。
政
成
の
嫡
子
。
寛
政
元
年
十
二
局

晦
日
出
生
。
初
名
直
次
郎
・
主
殿
。
享
和
三
年
六
周

サ
六
日
政
成
の
越
知
五
高
石
を
受
け
、
文
化
元
年
十

一
一
周
廿
四
日
従
五
位
下
安
房
守
に
叙
任
し
、
文
政
三

年
七
用
十
三
日
享
年
三
十
一
一
で
卒
し
た
。
法
脱
却
伊
雲

院
、
野
田
山
に
葬
る
。

ホ
ン
ダ
マ
ザ
ヒ
ラ
本
多
政
均
加
賀
務
の
老
巨

木
多
氏
第
十
一
代
。
政
和
の
ご
子
で
、
天
保
九
年
五

周
八
日
に
生
ま
れ
た
。
初
名
洞
菊
・
右
近
・
主
殿
。
弘

化
四
年
失
政
和
卒
し
て
兄
政
遁
嗣
い
だ
が
、
安
政
三

年
十
一
周
政
溜
亦
卒
し
て
子
が
な
か
っ
た
か
ら
、
十

一
一
周
廿
八
日
弟
政
均
そ
の
後
を
承
け
て
五
高
石
を
領

し
、
四
年
十
二
局
サ
入
日
従
五
位
下
に
叙
し
掃
隠
守

と
稿
し
た
。
文
久
三
年
妨
小
路
公
知
の
京
師
に
寄
せ

ら
れ
た
時
、
六
周
囲
日
務
侯
前
田
満
州
泰
は
政
均
を
温

は
し
て
天
機
を
奉
伺
せ
し
め
た
に
、
朝
廷
は
直
に
政

均
に
命
じ
て
欝
下
を
警
衛
せ
し
め
給
ひ
、
次
い
で
入

居
十
日
長
務
の
入
京
を
禁
ぜ
ら
れ
る
に
及
び
、
手
兵

を
寧
ゐ
て
申
立
質
門
を
守
る
こ
と
七
重
夜
に
及
び
、

十
周
般
を
紛
う
て
鴎
務
し
た
。
元
治
元
年
水
戸
の
浪

士
越
前
を
過
ぎ
ん
と
し
た
時
、
繭
弁
務
提
松
平
鹿
永

は
援
を
加
賀
滞
に
求
め
た
か
ら
、
政
均
等
命
を
受
け

て
小
松
に
向
か
う
た
が
.
、
偶
浪
士
の
設
降
し
た
鑓
に

師
を
班
し
た
。
磁
路
二
年
持
泰
返
老
し
て
鹿
寧
袈
ぎ
、

十
周
そ
の
入
京
し
た
時
政
均
之
に
随
ひ
、
=
一
年
朝
廷

の
援
態
を
召
し
給
う
た
時
に
は
、
十
一
周
政
均
代
っ

て
入
朝
し
、
十
二
用
麗
寧
の
入
搭
す
る
に
及
ん
で
、

命
を
受
け
て
ご
傑
城
に
歪
り
、
徳
川
鹿
曹
に
退
京
を

揃
告
し
、
明
治
元
年
二
用
済
泰
の
鹿
寧
に
代
っ
て
入

朝
し
た
時
も
、
政
均
は
之
に
随
う
て
天
機
を
奉
伺
し

た
。
話
時
務
は
時
勢
の
推
移
に
倖
ひ
、
額
り
に
制
度

法
規
を
改
厳
し
、
而
し
て
政
均
主
と
し
て
之
に
奥
っ

た
が
、
政
均
の
進
歩
主
義
は
、
一
部
守
醤
の
徒
の
忌

む
腕
と
な
り
、
二
年
入
居
七
日
弁
口
義
平
・
山
遜
神

太
郎
二
人
の
震
に
、
二
，
丸
殿
中
に
刺
殺
せ
ら
れ
・
た
。

法
醗
大
級
院
、
野
岡
山
に
葬
る
。
明
治
四
十
二
年
九

周
十
一
日
政
均
生
前
の
功
を
嘉
し
て
従
四
位
に
温
叙

し
給
う
た
。

ホ
ン
ダ
マ
ザ
ヒ
ラ
ノ
ア
ン
サ
ツ
本
多
政
均
の
暗

殺
ハ
一
〉
暗
殺
の
計
棋

l
明
治
元
年
十
周
行
政
官
は

令
し
て
務
の
磁
制
を
改
め
し
め
た
か
ら
、
加
賀
務
に

於
い
て
は
本
多
政
均
・
前
田
直
信
・
奥
村
策
通
・
村
井

長
在
を
執
政
に
任
じ
た
が
、
政
均
は
進
歩
主
義
の
巨

顕
で
あ
っ
た
が
震
、
守
続
両
者
の
病
患
を
受
く
る
こ
と

少
く
な
か
っ
た
。
時
に
滞
士
山
遜
紳
右
衛
門
の
子
神

太
郎
及
び
典
カ
井
口
議
平
は
、
元
来
従
兄
揚
な
る
を

以
て
親
替
で
あ
っ
た
が
、
政
均
が
滞
政
を
姐
に
す
る

が
震
に
時
事
日
に
非
で
あ
る
と
な
し
、
窃
か
に
彼
を

除
か
ん
と
欲
し
て
、
友
人
菅
野
輔
吉
・
土
屋
茂
助
・
岡

野
外
語
四
郎
・
弟
悌
五
郎
・
多
賀
賀
三
郎
・
松
原
乙
七

郎
・
閲
山
茂
に
謀
っ
た
。
そ
の
中
外
鍾
四
郎
は
、
幾

〈
も
な
く
笈
を
東
京
に
誕
う
て
直
接
の
交
渉
を
避
け

た
が
、
向
R
つ
悌
況
郎
と
の
聯
絡
を
絶
た
ざ
る
如
き

も
の
が
あ
っ
た
。
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暗
殺
の
賀
行

l
明
治
ご
年
前
回
殴
禦
は
版
籍
を

奉
越
し
て
滞
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
妻
都
を
施
政
の

街
に
常
ら
し
む
る
こ
と
に
し
た
が
、
神
太
郎
等
は
政

均
に
し
て
大
参
事
に
任
ぜ
ら
れ
る
に
京
ら
ぱ
、
そ
の

専
怒
盆
甚
だ
し
か
る
べ
き
を
以
て
、
速
か
に
之
を
受

除
す
る
に
如
か
ず
と
考
へ
た
。
困
っ
て
神
太
郎
・
義

.
平
・
輔
苦
・
茂
の
中
ご
人
は
暗
殺
の
事
に
話
。
、
他
の

同
志
は
従
来
の
税
政
を
滞
知
事
に
献
言
し
て
流
弊
を

一
洗
せ
ん
と
欲
し
、
七
用
品
川
七
入
日
頃
拍
鍍
に
よ
っ

て
暗
殺
者
を
神
太
郎
・
義
平
と
定
め
、
次
い
で
入
月

一
一
日
暗
殺
の
期
を
本
周
六
日
又
は
七
日
と
定
め
、
五

日
新
好
趣
意
書
を
作
っ
た
。
神
太
郎
主
義
平
と
は
前

の
決
議
に
よ
っ
て
、
七
日
政
均
の
管
械
を
知
旬
、
先

行
し
て
四
q

時
一
一
，
丸
殿
中
の
廊
下
に
室
。
、
左
右
に

別
れ
て
座
っ
て
跨
た
が
、
政
均
が
濁
趣
み
来
る
を
見
、

神
太
郎
は
一
躍
す
る
や
協
指
を
放
い
て
こ
れ
を
刺

七
六
七


